


佐久市立国保浅間総合病院医療情報システム更改委託業務
公募型プロポーザル方式　企画提案書作成要領

１ 提出書類
提出書類、様式及び提出部数は次表のとおりです。
	№
	様式番号
	提出書類の名称
	規格及び制限枚数
	提出部数

	1
	第１号様式
	企画提案書表紙
	Ａ4縦
	正本１部
（表紙に社印を押印したもの）
副本1部
（未製本）

技術提案書については、社名が分からないようにした写し45部
　　　　　　電子媒体１部
（仕様書については、電子メールでの提出もお願いします。）

	2
	第２号様式
	法人概要書
（添付資料：登記簿謄本　写し可）
	Ａ4縦
	

	別途
	
	仕様書
	Ａ4横
（エクセルファイル）
	

	3
	任意様式
	技術提案書
	Ａ4
	

	4
	第３号様式
	システム更新実績表
	Ａ4横
	

	5

	第４号様式
	提案する電子カルテシステムの導入実績表
	Ａ4横
	

	6
	第５号様式
別紙
	委託料概算見積書
別紙　データ移行（マスタ一覧）
	Ａ4横
Ａ4縦
	

	7
	任意様式
	ハードウェアの参考見積
	
	

	8
	第６号様式
	メンテナンス費用概算見積書　（令和２年度～９年度　84ヶ月分）
	Ａ4横
	


２ 提出方法
上記１　提出書類は、持参か郵送により提出してください。
なお、仕様書については、エクセルファイルを電子メールでも提出してください。
３ 提出期間
令和元年10月７日（月）から令和元 年10月16日（水）午後5時（必着）
この期限までに必要書類のすべての提出がないものは、受理することが出来ませんのでご注意ください。
提出の受付は、土曜日、日曜日及び祝祭日を除く午前9時から午後５時まで（必着）
４ 提出先
〒385-8558　長野県佐久市岩村田１８６２番地１
　 佐久市立国保浅間総合病院　医事政策課　情報管理係
メールアドレス：h-infomanage@city.saku.nagano.jp

５ 受付の通知
提出いただいた書類が期限までに郵送で到着し受付されたときは、担当者に対して書
類が到着したことを連絡します。
６ 提出書類の作成について
（１）一般的留意事項
ア 提出書類は１提出書類の、№1～8を順番にしたもの（別途　仕様書含む）を作成し、正本を1 部と、副本を1部、技術提案書については社名が分からないようにした写し45 部を提出してください。正本以外は両面コピーでかまいません。正本以外は審査資料となりますので編成にご配慮願います。また、すべての提出書類の内容を含んだ電子媒体も併せて提出してください。仕様書については先に電子メールでも別途提出してください。
イ 確実に実現できる範囲を見積限度額の範囲で記載してください。
ウ 今回導入予定ではない拡張性等に関して記載する場合は、今回導入予定ではない旨必
ず記載してください。
エ 提出書類中の金額はすべて税込（10％）、単位は円で記入してください。

（２）法人概要書作成上の注意
会社組織体制、従業員数、会社の沿革等を記載してください。なお、添付資料として
商業登記簿謄本（発行3 カ月以内、写し可）を添付してください。

（３）仕様書への記入について
別添「佐久市立国保浅間総合病院医療情報システム仕様書」（以下「仕様書」という。）の各項目に対する対応（実現性）について、仕様書のエクセルファイル内（各項目の右隣のセル）に、次の区分で記載してください。

○： 標準パッケージでの対応可能
△： 標準パッケージ以外で対応可能（他の方法がある、費用はかからない分である）
▲： 標準パッケージ以外で対応可能（他の方法がある、費用がかかる分である、右隣のセルに費用金額（税込　単位：円）を記入し、概算見積書に含めてください）
×： 対応不可能又は膨大な開発時間を要する

上記△と▲を記載したものについては、対応策をコメント欄に記入してくだい。

（４）技術提案書（任意様式）作成上の注意
ア 提案するシステムについては、次の項目についても言及してください。提案書は50
ページ程度での作成をお願いします。また、文字サイズについては10.5以上での作
成をお願いします。
1 提案システムの概要
2 更新の考え方
3 ネットワークについて
4 データ管理の方針、データ移行についての方針（次期システム更新時も含め）
5 仕様書の2医療情報システム更新の基本方針（3）システム構築の考え方及び（4）現行の医療情報システムの課題に関して、解決策など言及してください。
6 体制（導入体制、スケジュール、管理体制・開発体制、サポート体制）
7 稼働後のメンテナンスに関する考え方
8 保守体制の提案
9 将来の拡張性
イ 見積限度額範囲での提案をすること
ウ 評価作業者が漏れなく正確に評価できるよう、上記順番に編成し、その他にある場合は最終へ編成してください。
エ 設計開発・保守体制における外部委託にあたっては別途、当院の承認を要します。
他の企業に外部委託を予定している場合は、外部委託予定企業について記載してください。なお、外部委託予定企業を記載したとしても、当院がこれを承認することを保証するものではありません。
オ 提案は理解しやすいように、簡潔かつ分かりやすい表現で記述してください。

（５）医療情報システム更新実績表作成上の注意
200 床以上の病院における、電子カルテシステムを含む医療情報システムの、社としての更新実績を記載してください。
更新実績が確認できる契約書の写しなどを添付してください。

（６）提案する電子カルテシステムの導入実績表作成上の注意
平成30 年12 月31 日までの、電子カルテシステムについて社としての導入実績を記載してください。
導入実績の確認できる契約書の写しなどを添付してください。

（７）委託料概算見積書作成上の注意
ア 積算にあたっては、各システム別に内訳（ハードウェア、ソフトウェア、データ
移行、連携費用）ごとの概算経費を記載し、各積算項目の明細についても適宜記載し
てください。
　 イ データ移行については、可能な限り既設システムから機械的に移行することを希望しますが、第5号様式別紙1の必須データの移行可否について回答いただき、必須データ中移行不可能なデータについては、参加者が主体となり移行作業を行うにあたり発生する概算費用を算出してください。それでもデータ移行不可能なものについては、審査員が理解できるよう技術提案書のなかで説明してください。
ウ 見積書は候補者選定のためのものであり、契約金額を保証するものではありません。エ 現行ベンダーは、他ベンダーへデータ移行をすることになった場合のデータ移行料　　　
の概算費用と、運用が整う期間における措置料の概算額を、表中番号40、41の備考欄へ記入してください。
オ 現行ベンダー以外のベンダーは表中番号42受け渡し側のデータ移行料については、当院まで問い合わせをお願いします。
[bookmark: _GoBack]カ ハードウェアの見積り（第5号様式　別紙2）については、市内調達の予定ですが、事業規模を示すため、参考見積額の算出をお願いします。

（８）メンテナンス費用概算見積書（令和2年度～令和9年度）作成上の注意
ア 積算にあたっては、各システムについて年度ごとに作成してください。ハードウェア
メンテナンス、ソフトウェアメンテナンス、運用メンテナンス、法改正等の内訳を任意
様式にて添付してください。
イ 見積書は候補者選定のためのものであり、契約金額を保証するものではありません。
ウ 見積の積算対象期間は、令和2年8 月1 日から令和9 年7 月31 日までとします。

７ 技術提案にあたっての留意事項
（１） 受付後の追加及び修正は原則認めません。
（２） 本プロポーザルへの参加を辞退する場合は、速やかに「辞退届」を提出すること。なお、提出期限までに提案書類または辞退届のいずれの提出もない場合は、棄権とみなします。
（３） 提出された技術提案書が次に該当するときは無効となる場合があります。
① 虚偽の内容が記載されているもの。
② 提案書の内容や提出方法等が本要領の規定に適合しないもの。
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